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史
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た
。絵

は
が
き
は
、
個
人
の
小
さ
な
歴
史
だ
け
で
な
く
、
大
き
な
歴
史
を
語
る
こ

と
も
あ
る
。
例
え
ば
、近
代
日
英
関
係
の
移
り
変
わ
り
を
示
す
、次
の
四
枚
（
右

上
か
ら
日
英
博
覧
会
・
東
宮
殿
下
御
渡
欧
記
念
・
英
国
皇
太
子
殿
下
御
来
遊
・

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
英
軍
の
降
伏
）
を
年
代
順
に
並
べ
る
と
、
桂
太
郎
内
閣
の
外
務

大
臣
、
小
村
壽
太
郎
が
結
ん
だ
、
明
治
三
十
五
（
一
九
〇
二
）
年
の
日
英
同
盟

か
ら
わ
ず
か
四
十
年
で
、
日
本
と
イ
ギ
リ
ス
は
交
戦
国
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
（
3
）。

こ
の
よ
う
に
並
べ
替
え
が
可
能
な
の
は
、
絵
は
が
き
の
背
景
で
あ
る
製
作
年

代
や
作
成
経
緯
が
正
確
に
分
か
る
と
い
う
こ
と
が
前
提
で
あ
る
。
こ
の
画
像
資

料
活
用
の
た
め
の
前
提
は
、
三
十
五
年
前
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
荻
昌
朗
氏
と
国
立
民
族

学
博
物
館
の
梅
棹
忠
夫
館
長
に
よ
る
、
映
像
資
料
に
つ
い
て
の
対
談
の
中
で
も

言
及
さ
れ
て
お
り
、

荻
　　

�

わ
た
し
ど
も
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ア
ン
の
立
場
で
か
ん
が
え
る
と
、
映
像
そ

の
も
の
が
あ
っ
て
も
、
こ
れ
が
い
つ
、
ど
こ
で
、
何
を
写
し
た
か
と

い
う
文
字
の
記
録
を
と
も
な
っ
て
い
な
い
と
、
映
像
の
価
値
が
で
て

こ
な
い
ん
で
す
ね
。自
分
が
撮
っ
た
映
像
な
ら
ば
わ
か
っ
て
い
て
も
、

ほ
か
の
人
は
そ
の
映
像
を
見
た
だ
け
で
は
つ
か
え
な
い
し
、
だ
い
い

ち
、
さ
が
し
だ
せ
な
い
。
そ
の
へ
ん
を
解
決
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
お
も
っ
て
い
ま
す
。

梅
棹　

�

言
語
情
報
を
と
も
な
わ
な
い
映
像
情
報
は
価
値
が
ひ
く
い
。
言
語
情

報
と
映
像
情
報
は
両
方
が
く
っ
つ
い
て
い
な
け
り
ゃ
だ
め
な
ん
で

す
。
動
的
映
像
情
報
だ
け
で
な
く
静
的
映
像
情
報
―
写
真
に
つ
い
て

も
克
明
な
デ
ー
タ
が
な
け
り
ゃ
だ
め
だ
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
写
真

だ
け
で
、
こ
と
ば
は
い
ら
な
い
と
い
う
の
は
、
う
そ
で
す
。

と
述
べ
て
い
る
（
4
）。
絵
は
が
き
（
画
像
資
料
）
の
書
誌
情
報
や
収
蔵
品
情

は
じ
め
に
―
一
枚
の
絵
は
が
き
が
語
る
も
の

こ
こ
に
一
枚
の
絵
は
が
き
が
あ
る
。
以
前
、
こ
の
絵
は
が
き
を
祖
母
に
見

せ
た
際
、
祖
母
は
日
露
戦
争
の
一
場
面
を
描
い
た
絵
画
（
1
）
で
あ
る
と
分
か
る

と
「
リ
ョ
ジ
ュ
ン
カ
イ
ジ
ョ
ウ
ヤ
ク
ナ
リ
テ
、
テ
キ
ノ
シ
ョ
ウ
グ
ン
ス
テ
ッ

セ
ル
、
ノ
ギ
タ
イ
シ
ョ
ウ
ト

カ
イ
ケ
ン
ノ
、
ト
コ
ロ
ハ
イ

ズ
コ
、
ス
イ
シ
エ
イ
」
と
歌

い
始
め
た
。「
コ
ン
歌
を
知
っ

ち
ょ
い
ナ
？
」
と
訊
か
れ
た

が
、
筆
者
は
何
と
い
う
歌
か
は

分
か
ら
な
か
っ
た
。
後
日
調

べ
る
と
、「
旅
順
開
城
約
成
り

て
、
敵
の
将
軍
ス
テ
ッ
セ
ル
、

乃
木
大
将
と
会
見
の
、
所
は

い
ず
こ
、
水
師
営
」
の
歌
詞
は
、

文
部
省
唱
歌
「
水
師
営
の
会

見
」
に
あ
っ
た
（
2
）。
日
露
戦

争
に
お
け
る
旅
順
要
塞
陥
落

後
、
日
本
の
乃
木
将
軍
と
ロ
シ

ア
の
ス
テ
ッ
セ
ル
将
軍
の
会

見
を
歌
っ
た
も
の
で
、
絵
画

に
描
か
れ
た
場
面
で
も
あ
る
。

一
枚
の
絵
は
が
き
に
よ
っ

て
、
記
憶
の
引
き
出
し
を
開

け
た
祖
母
が
思
い
出
し
た
の

は
、
子
供
時
代
の
唱
歌
で
あ
っ

「日露役旅順開城」絵はがきに見る近代日英関係の変遷
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絵
は
が
き
の
受
け
入
れ
、
整
理
、
展
示
な
ど
へ
の
活
用
を
行
う
際
参
考
に
な
る

も
の
で
あ
る
。

宮
崎
県
内
で
は
、
絵
は
が
き
に
つ
い
て
『
宮
崎
県
史
』
に
民
俗
分
野
で
の
言

及
が
あ
る
。「
様
々
な
映
像
資
料
は
、
対
象
物
と
と
も
に
時
代
や
暮
ら
し
の
姿

を
映
し
出
す
、
得
が
た
い
民
俗
表
現
の
記
録
で
あ
る
。
そ
れ
ら
を
通
し
て
、
当

時
の
社
会
環
境
や
風
俗
・
流
行
な
ど
を
多
角
的
に
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
」

と
前
置
き
し
、
静
止
映
像
の
素
材
や
映
像
表
現
の
一
つ
と
し
て
絵
は
が
き
を
挙

げ
る
（
11
）。
絵
は
が
き
は
民
俗
の
対
象
分
野
と
説
明
さ
れ
て
い
た
が
、
具
体
的

な
分
析
や
考
察
は
な
か
っ
た
。

『
宮
崎
県
史
』
以
後
、
絵
は
が
き
の
よ
う
な
文
書
以
外
の
紙
資
料
に
つ
い
て
、

倉
真
一
氏
、
長
谷
川
司
氏
の
研
究
が
あ
る
（
12
）。
倉
氏
、
長
谷
川
氏
の
研
究
は
、

サ
ン
プ
ル
を
あ
る
程
度
集
積
し
た
上
で
分
析
し
た
研
究
で
あ
り
、
戦
前
に
お
け

る
青
島
絵
は
が
き
の
変
遷
や
、
今
回
関
わ
る
も
の
と
し
て
は
遊
覧
バ
ス
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
分
析
を
行
っ
て
い
る
。

歴
史
分
野
が
絵
は
が
き
を
分
析
の
対
象
と
し
て
こ
な
か
っ
た
の
は
、
例
え

ば
い
つ
作
ら
れ
た
か
が
は
っ
き
り
し
な
い
な
ど
、「
い
つ
、
ど
こ
で
、
だ
れ
が
、

な
に
を
」
を
確
定
す
る
、
史
料
批
判
に
耐
え
ら
れ
な
い
性
格
を
元
来
持
っ
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。
画
面
さ
え
見
え
れ
ば
、
戦
前
と
戦
後
す
ら
関
係
な
い
と
い
う

の
は
、
趣
味
な
ら
と
も
か
く
研
究
で
は
通
ら
な
い
。
絵
は
が
き
と
い
う
「
映
像

情
報
」
を
生
か
す
た
め
に
、
年
代
や
作
成
背
景
と
い
っ
た
「
言
語
情
報
」
を
可

能
な
限
り
見
つ
け
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
ケ
ネ
ス
・
ル
オ
フ
氏
は
、
戦
前
の
日

本
に
お
け
る
観
光
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
研
究
に
、
絵
は
が
き
な
ど
画
像
資
料

を
活
用
し
、
宮
崎
に
お
け
る
聖
蹟
観
光
つ
い
て
も
考
察
を
行
っ
て
い
る
（
13
）。

現
在
は
、
通
信
面
が
明
治
四
十
（
一
九
〇
七
）
年
に
三
分
の
一
、
大
正
七

（
一
九
一
八
）
年
に
二
分
の
一
に
拡
大
さ
れ
、昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
に
「
郵

便
は
か
き
」
か
ら
「
郵
便
は
が
き
」
表
記
へ
変
わ
る
こ
と
が
、
絵
は
が
き
作
成

年
代
を
判
定
す
る
目
安
と
な
る
こ
と
も
広
く
知
ら
れ
て
い
る
（
14
）。『
宮
崎
県

史
』
で
示
さ
れ
た
対
象
分
野
を
、
今
回
は
歴
史
の
側
が
踏
み
超
え
る
形
に
な
る

報
が
空
白
と
い
う
状
態
は
、『
博
物
館
の
世
界
』
で
言
う
と
こ
ろ
の
「
言
語
情

報
を
と
も
な
わ
な
い
映
像
情
報
は
価
値
が
ひ
く
い
」
状
態
で
あ
り
、
保
存
機
関

と
し
て
は
不
十
分
な
こ
と
だ
と
実
感
さ
せ
ら
れ
る
。

絵
は
が
き
の
整
理
分
類
に
先
行
し
た
の
は
、
博
物
館
な
ど
に
所
属
し
な
い
収

集
家
で
あ
っ
た
。
島
田
健
造
氏
の
『
日
本
記
念
絵
葉
書
総
図
鑑
』
で
は
、
逓
信

省
発
行
絵
は
が
き
を
は
じ
め
と
し
て
、
当
時
の
日
本
国
内
、
海
外
植
民
地
等
発

行
の
絵
は
が
き
に
つ
い
て
、
作
成
背
景
を
詳
し
く
調
査
し
て
い
る
（
5
）。

二
十
年
以
上
前
に
、
佐
藤
健
二
氏
が
絵
は
が
き
に
つ
い
て
「
書
誌
学
も
古
文

書
学
も
ほ
と
ん
ど
周
辺
に
追
い
や
っ
て
き
た
」（

6
）
と
指
摘
し
た
頃
、
史
（
資
）

料
保
存
の
現
場
に
入
っ
た
人
間
の
経
験
で
は
、
絵
は
が
き
を
保
存
は
し
て
い
て

も
、
ど
の
よ
う
に
活
用
す
れ
ば
よ
い
か
分
か
ら
な
い
の
が
実
情
で
あ
っ
た
。
筆

者
が
か
つ
て
勤
務
し
た
大
分
県
公
文
書
館
で
は
、
大
分
県
に
関
す
る
地
域
資
料

と
し
て
絵
は
が
き
を
受
け
入
れ
て
い
た
が
、
在
職
四
年
間
で
広
報
誌
に
一
度
掲

載
し
た
く
ら
い
で
、
企
画
展
な
ど
に
も
出
さ
な
か
っ
た
。
同
じ
建
物
の
先
哲
史

料
館
が
展
示
に
出
す
、
大
友
宗
麟
の
書
状
な
ど
に
は
、
と
て
も
公
文
書
館
の
資

料
は
太
刀
打
ち
で
き
な
い
と
考
え
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
、
十
年
二
十
年

先
の
将
来
は
何
が
貴
重
に
な
る
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
担
当
職
員
と

検
討
し
な
が
ら
、
明
治
時
代
の
写
真
帖
や
初
三
郎
の
鳥
瞰
図
な
ど
と
共
に
、
な

る
べ
く
絵
は
が
き
も
公
文
書
館
へ
受
け
入
れ
て
い
た
。

現
在
は
、
絵
は
が
き
の
画
面
だ
け
を
眺
め
る
段
階
を
過
ぎ
、
整
理
を
行
っ
た

絵
は
が
き
を
メ
イ
ン
に
し
て
、
展
覧
や
展
示
を
行
え
る
段
階
に
来
て
い
る
。
生

田
誠
氏
は
、
百
種
類
の
絵
は
が
き
に
つ
い
て
分
類
を
行
い
、
カ
タ
ロ
グ
を
作
成

し
た
が
、
ジ
ャ
ン
ル
に
よ
っ
て
は
特
定
困
難
な
作
成
時
期
に
つ
い
て
も
調
査
特

定
し
て
い
る
（
7
）。
学
習
院
大
学
史
料
館
で
は
、
大
正
時
代
の
通
史
を
描
く
展

示
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
（
8
）、
和
歌
山
大
学
紀
州
経
済
史
文
化
史
研
究
所
の

展
示
で
は
、
作
成
の
主
体
、
作
成
の
背
景
、
製
造
の
方
法
な
ど
絵
は
が
き
画
面

の
裏
側
に
も
着
目
し
て
い
る
（
9
）。
國
學
院
大
學
の
絵
は
が
き
資
料
目
録
の
成

果
も
あ
る
が
（
10
）、
各
機
関
の
事
例
は
、
地
道
な
整
理
の
結
果
で
あ
り
、
今
後
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鑑
』（
17
）
に
よ
る
と
、
日
露
戦
争
に
関
す
る
逓
信
省
絵
は
が
き
の
発
行
数
は
第

一
回
（
四
十
一
万
五
千
組
）
第
二
回
（
六
十
万
組
）
第
三
回
（
五
セ
ッ
ト
各

十
三
万
四
千
組
）
第
四
回
（
五
セ
ッ
ト
各
十
四
万
組
）、
第
五
回
（
一
セ
ッ
ト

十
万
組
）
と
な
っ
て
い
る
（
18
）。
戦
争
が
終
わ
っ
て
も
絵
は
が
き
の
人
気
は
衰

え
な
い
。

　　

�　

こ
え
て
三
十
九
年
四
月
、
凱
旋
観
兵
式
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
と
き
は
絵

葉
書
の
ほ
か
に
記
念
切
手
も
発
行
さ
れ
、
特
殊
通
信
日
附
印
が
使
用
さ
れ

た
。
つ
づ
い
て
五
月
六
日
に
は
、
さ
ら
に
戦
勝
を
祝
う
絵
葉
書
が
発
行
さ

れ
る
。
ブ
ー
ム
は
頂
点
に
達
し
た
（
19
）。

樋
畑
雪
湖
（
正
太
郎
）
も
絵
葉
書
趣
味
高
潮
時
代
の
光
景
と
し
て
「
第
五
囘

戰
役
紀
念
葉
書
の
出
た
頃
が
最
も
高
潮
に
達
し
た
時
代
で
明
治
四
十
年
即
ち
西

暦
千
九
百
七
年
前
後
が
單
に
日
本
と
い
は
ず
、
歐
羅
巴
に
於
て
も
最
も
盛
ん
で

あ
つ
た
の
で
あ
る
。」（
20
）
と
回

顧
し
て
い
る
。

こ
の
頃
の
新
聞
広
告
に
、
絵

は
が
き
販
売
広
告
が
あ
る
。
ミ

ス
マ
ン
商
会
は
大
阪
か
ら
地
方

紙
に
広
告
を
出
し
て
い
て
、
最

新
の
絵
は
が
き
と
し
て
「
懸
賞

當
選
拾
美
人
」「
コ
ミ
ツ
ク
」「
コ

ロ
タ
イ
プ
販
景
色
及
美
人
花

鳥
」
な
ど
の
商
品
を
取
り
扱
っ

て
い
た
（
21
）。
こ
れ
ら
の
記
録
か
ら
は
、
絵
は
が
き
を
取
り
巻
く
当
時
の
世
相

が
見
え
て
く
る
。

２
　
行
啓
紀
念
（
記
念
）
絵
は
が
き
発
行
の
経
緯

が
、
一
連
の
具
体
的
な
分
析
や
考
察
を
経
た
以
後
に
は
、
絵
は
が
き
を
含
め
た

画
像
資
料
は
、
歴
史
学
の
対
象
分
野
で
も
あ
る
と
し
た
い
。

皇
太
子
（
大
正
天
皇
）
行
啓
と
絵
は
が
き

１
　
当
時
の
絵
は
が
き
を
め
ぐ
る
環
境

明
治
三
十
七
（
一
九
〇
四
）
年
に
始
ま
っ
た
日
露
戦
争
も
後
半
に
入
る
と
、

戦
意
高
揚
や
軍
事
郵
便
の
た
め
、
逓
信
省
は
記
念
絵
は
が
き
を
発
行
し
た
（
15
）。

　

�　

国
民
の
士
気
を
高
め
る
た
め
に
、
逓
信
省
は
戦
役
記
念
の
絵
葉
書
を
発

行
し
た
。
三
十
七
年
九
月
、
第
一
回
の
六
枚
を
発
行
し
た
の
に
始
ま
り
、

戦
争
が
終
わ
っ
た
三
十
八
年
十
月
の
第
四
回
（
も三
枚
一
組
の

の
を
五
組
）
に
及
ぶ
。
こ
れ

が
、
も
の
す
ご
い
人
気
を
呼
ん
だ
。
遼
陽
（
リ
ャ
オ
ヤ
ン
）
の
会
戦
、
旅

順
の
陥
落
、
奉
天
（
瀋
陽
）
の
会
戦
と
、
戦
局
が
進
む
に
つ
れ
て
、
記
念

絵
葉
書
の
人
気
は
上
昇
す
る
一
方
で
あ
っ
た
。

国
内
に
お
け
る
逓
信
省
発
行
絵
は
が
き
ブ
ー
ム
は
、
生
方
敏
郎
も
書
い
て
い

る
が
遼
陽
、
沙
河
戦
勝

の
頃
か
ら
「
と
に
か
く

こ
の
三
枚
一
組
戦
捷
記

念
絵
葉
書
の
景
気
は
素

晴
ら
し
い
も
の
で
、
郵

便
局
へ
早
く
買
い
に
行

か
な
い
と
、
じ
き
に
売

り
切
れ
て
し
ま
う
。」（
16
）

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

『
日
本
記
念
絵
葉
書
総
図

『日露戦役紀念絵葉書』

絵はがき販売新聞広告
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作
製
に
從
事
」
し
た
と
自
ら
述
べ
て
お
り
、
デ
ザ
イ
ン
を
依
頼
し
た
県
の
意
気

込
み
が
感
じ
ら
れ
る
（
23
）。

樋
畑
の
デ
ザ
イ
ン
で
は
、
皇
太
子
旗
と
肖
像
を
組
み
合
わ
せ
て
配
置
し
、
皇

太
子
の
正
服
と
さ
れ
た
「
黄
丹
衣
」（
24
）
の
色
で
あ
る
黄
赤
系
の
色
を
地
色
に

使
用
し
、
儀
仗
用
の
矛
か
ら
意
匠
を
取
る
な
ど
、
皇
室
の
意
匠
や
朝
廷
の
故
実

に
基
づ
い
て
デ
ザ
イ
ン
が
行
わ
れ
て
い
る
。
皇
太
子
旗
は
朱
赤
系
の
色
に
金
で

内
枠
と
菊
花
紋
を
描
く
の
で
、
は
が
き
は
上
半
分
朱
赤
色
、
下
半
分
黄
赤
色
と

い
う
派
手
な
も
の
に
な
っ
た
。

平
成
二
十
六
（
二
〇
一
四
）
年
、
県
立
図
書
館
「
宮
崎
の
新
聞
」
展
で
は
、

行
啓
に
際
し
て
宮
崎
の
地
元
新
聞
『
日
州
』
が
掲
載
し
た
、
皇
太
子
肖
像
を

展
示
紹
介
し
て
い
る
が
、
原
武
史
氏
の
研
究
（
25
）
で
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
に
、

全
国
で
も
早
い
皇
族
肖
像
の
新
聞
掲
載
事
例
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
紀
念（
記
念
）

絵
は
が
き
発
行
に
つ
い
て
も
全
く
同
様
で
あ
り
、
九
州
の
宮
崎
県
、
大
分
県
は
、

原
氏
が
事
例
を
紹
介
し
た

東
北
各
県
の
行
啓
記
念
絵

は
が
き
（
26
）
よ
り
も
先
行

し
て
、
皇
太
子
肖
像
を
使

用
し
た
こ
と
が
歴
史
的
に

も
評
価
で
き
る
の
で
あ
る
。

同
時
期
に
県
が
製
作

し
た
写
真
帖
（『
宮
崎
縣

寫
眞
帖
』）
が
あ
る
の
で
、

絵
は
が
き
は
デ
ザ
イ
ン
に
凝
っ
た
も
の
に
作
ら
れ
た
。
大
分
県
製
作
の
も
の
に

も
言
え
る
こ
と
だ
が
（
27
）、
デ
ザ
イ
ン
化
の
傾
向
は
、
数
年
前
に
大
ブ
ー
ム
と

な
っ
た
日
露
戦
役
紀
念
絵
は
が
き
の
影
響
も
考
え
ら
れ
る
。
一
連
の
戦
役
紀
念

は
が
き
は
、
デ
ザ
イ
ン
化
さ
れ
た
画
面
に
写
真
を
取
り
込
ん
で
構
成
さ
れ
て
お

り
、「
紀
念
（
記
念
）
絵
は
が
き
」
の
模
範
を
逓
信
省
が
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
も
こ
れ
が
全
国
に
流
通
し
た
こ
と
は
、
大
量
の
発
行
枚
数
が
示
し
て
い
る
。

明
治
四
十
年
、
皇
太
子
（
大
正
天
皇
）
は
朝
鮮
半
島
か
ら
南
九
州
と
四
国
各

県
を
巡
回
す
る
形
で
行
啓
を
行
い
、
宮
崎
県
も
そ
の
対
象
県
と
な
っ
た
。

皇
太
子
行
啓
に
際
し
て
、
宮
崎
県
は
絵
は
が
き
を
発
行
し
て
い
る
。
こ
れ
に

つ
い
て
は
『
宮
崎
縣
行
啓
誌
』
に
、
当
時
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
（
22
）。

　
　

�

縣
費
金
四
百
八
十
圓
ヲ
投
シ
テ
繪
葉
書
八
千
組
ヲ
發
行
シ
行
啓
記
念
ト
シ

テ
先
ツ　

殿
下
ニ
獻
上
シ
次
ニ
供
奉
員
一
行
、
御
召
艦
竝
ニ
護
衛
艦
隊
乘

組
員
、
行
啓
關
係
職
員
、
郡
長
、
議
員
、
町
村
長
、
拝
謁
者
、
奉
拝
者
、

新
聞
記
者
及
來
縣
セ
ル
主
ナ
ル
公
私
人
等
ニ
配
布
シ
別
ニ
私
人
ヲ
シ
テ
發

賈
セ
シ
メ
タ
ル
ニ
五
十
組
御
買
上
ノ
恩
命
ヲ
拜
セ
リ
繪
葉
書
ノ
意
匠
ハ
逓

信
屬
樋
畑
正
太
郎
ノ
考
案
ニ
成
ル
一
葉
ハ
上
半
部
ニ
皇
太
子
旗
ヲ
顕
シ
其

御
紋
章
中
ニ　

殿
下
ノ
御
肖
像
ヲ
奉
掲
シ
下
半
部
ニ
御
旅
館
タ
ル
紫
明
館

及
御
召
艦
香
取
ノ
寫
眞
ヲ
配
シ
テ
地
ヲ
黄
色
ト
シ
皇
式
御
調
度
ノ
古
式
ヲ

模
シ
テ
竹
及
桐
ノ
浮
出
模
様
ヲ
描
ケ
リ
他
ノ
一
葉
ハ
白
色
浮
出
ノ
月
桂
樹

ノ
額
縁
ノ
中
ニ
官
幣
大
社
宮
崎
宮
ノ
寫
眞
ヲ
掲
ケ
地
紋
ハ
朝
廷
大
儀
ノ
時

ニ
用
ヒ
サ
セ
ラ
ル
ヽ
近
衞
次
將
ノ
矛
ニ
附
シ
タ
ル
飛
札
ノ
模
様
ヲ
紫
色
ニ

テ
描
キ
出
セ
リ
〔
以
下
略
〕

樋
畑
正
太
郎
（
雪
湖
）
は
、
明
治
三
十
三
（
一
九
〇
〇
）
年
の
私
製
絵
は
が

き
制
度
以
来
、
二
十
有
余
年
間
逓
信
省
に
あ
っ
て
、「
絵
葉
書
図
按
主
任
」
と

し
て
奉
職
し
て
い
た
人
物

で
あ
る
。
そ
の
絵
は
が
き

図
案
の
製
作
姿
勢
は
「
皇

室
の
大
典
・
國
家
の
重
な

る
出
來
事
を
根
據
あ
る
寫

眞
若
は
畫
圖
に
よ
り
て
之

を
後
世
に
傳
ふ
べ
き
史
的

紀
念
繪
葉
書
を
忠
實
に
其

「行啓記念絵葉書」

『大分県行啓記念絵葉書』
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西
郷
の
故
郷
を
見
る
」
と
熊
本
以
南
で
は
現
在
の
肥

線
、
日
豊
線
（
隼
人
・

鹿
児
島
間
）
沿
線
の
コ
ー
ス
が
提
案
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
（
29
）。

大
正
五
（
一
九
一
六
）
年
の
鉄
道
開
通
に
よ
っ
て
、宮
崎
は
中
央
と
つ
な
が
っ

た
が
、九
州
鉄
道
管
理
局
は
『
宮
崎
線
案
内
』（
30
）
を
発
行
し
、宮
崎
線
沿
線
（
現

在
の
吉
都
線
・
日
豊
線
都
城
宮
崎
間
）
名
所
を
案
内
し
て
い
る
。
こ
の
案
内
は
、

国
有
鉄
道
当
局
の
印
刷
物
に
宮
崎
県
内
が
紹
介
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

備考

宮崎軽便鉄道
沿線含む

県営軽便鉄道
沿線含む

紹介された名所旧跡等

吉田温泉

加久藤、加久藤城址、白鳥温泉

龜城の址、狗留孫神社

小林町、伊東塚、霧島峯神社

狭野神社、霧島山、霧島登山道

母智丘神社

都城町、官公衙其他、主なる旅館

青井嶽隧道

安井息軒誕生地

伊萬福寺、生目神社、青島、内海港、
鵜戸神宮

官公衙其他、主なる旅館、小戸神社、
安楽寺、天神山、宮崎神宮、景清廟、
一葉の浜、住吉の浜、都萬神社、西
都原

駅名

京町駅

加久藤駅

飯野駅

小林町駅

高原駅

谷頭駅

都城駅

青井嶽駅

清武駅

大淀駅

宮崎駅

現
在
の
え
び
の
市
か
ら
宮
崎
市
方
面
に
向
け
て
案
内
が
進
ん
で
ゆ
く
が
、
京

町
、
加
久
藤
、
飯
野
、
小
林
町
各
駅
は
、
中
世
伊
東
島
津
両
氏
に
関
係
す
る
名

所
旧
跡
を
紹
介
し
て
い
る
。
高
原
駅
は
、
霧
島
に
近
い
登
山
口
で
あ
る
こ
と
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
。
西
諸
県
郡
の
地
域
に
比
べ
る
と
、
都
城
駅
な
ど
北
諸
県
郡
の

地
域
は
資
料
を
提
供
し
な
か
っ
た
の
か
、
町
の
説
明
だ
け
で
名
所
の
記
載
が
ほ

同
時
期
、『
宮
崎
宮
竣
工
奉
告
大
祭
紀
念
繪
葉
書
』
な
ど
県
以
外
の
発
行
に
係

る
紀
念
（
記
念
）
絵
は
が
き
も
、
デ
ザ
イ
ン
化
さ
れ
た
も
の
が
想
像
で
き
る
。

『
宮
崎
縣
寫
眞
帖
』
は
現
在
も
多
く
の
公
立
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

写
真
帖
が
広
く
一
般
の
目
に
ふ
れ
る
こ
と
で
、
ど
こ
の
風
景
を
ど
の
よ
う
に
写

す
か
に
つ
い
て
、
写
真
帖
の
撮
り
方
や
ア
ン
グ
ル
は
影
響
を
与
え
る
。
こ
れ
は
、

写
真
帖
以
後
に
我
が
町
・
我
が
村
の
風
景
（
名
所
）
絵
は
が
き
を
製
作
す
る
際

に
は
特
に
示
唆
を
与
え
、
参
考
と
な
る
だ
ろ
う
。　地

元
発
行
絵
は
が
き
の
一
事

例
１
　
宮
崎
線
開
通
の
イ
ン
パ

ク
ト鉄

道
開
通
以
前
、
明
治
四
十

年
に
宮
崎
宮
造
営
奉
告
祭
記
念

と
し
て
県
内
で
作
ら
れ
た
『
宮

崎
縣
案
内
記
』（
28
）
な
ど
は
あ
っ

た
が
、
鉄
道
関
係
機
関
に
お
け

る
宮
崎
の
紹
介
は
ほ
と
ん
ど
な

か
っ
た
。
例
え
ば
明
治
四
十
三

（
一
九
一
〇
）
年
の
『
鐵
道
院
線

沿
道
遊
覧
地
案
内
』
を
見
る
と
、

廻
遊
旅
行
の
栞
で
は
、
予
定
日

数
十
日
の
九
州
縦
断
で
「
更
に

熊
本
よ
り
南
し
、
八
代
よ
り
人

吉
ま
で
、
車
窓
球
磨
川
の
奇
勝

を
眺
め
、
鹿
兒
島
に
入
り
て
大

『宮崎線案内』

表『宮崎線案内』に紹介された各駅の名所旧跡等

※高崎新田、三股、山之口、田野駅は記載なし。
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裏
面
を
見
る
と
通
信
欄
ス
ペ
ー
ス
が
三
分
の
一
あ
る
の
で
、
大
正
七
年
以
前
の

作
成
と
わ
か
る
。

明
治
二
十
三
（
一
八
九
〇
）
年
の
『
日
隅

商
工
便
覽
』
に
は
、「
集
會
席

　

宮
崎
松
山
町
泉
亭　

緒
方
冨
三
郎
」（
35
）
と
あ
り
、
大
淀
川
河
畔
の
料
亭
と

し
て
、
大
小
の
帆
船
や
遊
覧
船
が
往
来
す
る
様
子
と
共
に
絵
入
り
で
紹
介
さ
れ

る
。
ま
た
『
宮
崎
名
所
』
で
は
、
宮
崎
町
の
案
内
の
中
で
（
36
）、「
若
し
夫
れ
一

陶
の
醉
を
買
は
ん
と
な
ら
ば
、
松
山
町
の
「
泉
亭
」
か
「
紫
明
館
」、
乃
至
又

た
下
太
田
の
「
水
光
館
」
か
、」
と
あ
る
。
発
行
元
の
植
村
写
真
館
は
、
館
の

建
物
写
真
が
大
正
四
（
一
九
一
五
）
年
の
『
宮
崎
縣
大
觀
』
に
も
収
め
ら
れ
る

が
（
37
）、
こ
の
『
大
觀
』
で
写
真
主
任
を
務
め
た
植
村
不
散
が
経
営
し
て
い
た

（
38
）。当

時
絵
は
が
き
は
、
写
真
館
が
主
に
発
行
し
て
い
た
。
先
に
『
宮
崎
名
所
』

を
発
行
し
た
三
島
信
太
郎
も
、
商
工
案
内
で
は
「
寫
眞
繪
ハ
ガ
キ　

橘
通
三
丁

目　

三
島
信
太
郎
」
と
紹
介
さ
れ
、
写
真
と
絵
は
が
き
を
扱
っ
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
（
39
）。
絵
は
が
き
は
「
三
島
天
眞
舘
」
と
し
て
宮
崎
神
宮
、
青
島
な
ど

日
向
名
所
を
発
行
し
て
い
た
（
40
）。

作
ら
れ
た
泉
亭
の
絵
は
が
き
を
見
る
と
、
床
の
間
や
、
掛
け
軸
、
調
度
品
な

ど
座
敷
内
部
は
ほ
と
ん
ど
写
ら
な
い
。「
大
淀
川
ヨ
リ
望
ム
」
と
キ
ャ
プ
シ
ョ

ン
を
付
け
、
川
面

（
船
目
線
）
か
ら

の
料
亭
外
観
を

写
す
な
ど
、
借

景
と
し
て
の
大

淀
川
沿
い
の
立

地
を
ア
ピ
ー
ル

し
た
り
も
す
る

（
41
）。
同
じ
く
大

淀
河
畔
に
あ
る

と
ん
ど
な
く
、
駅
名
し
か
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。
大
淀
駅
と
宮
崎
駅
の
項
目
で

は
、
接
続
す
る
軽
便
鉄
道
沿
線
を
含
め
て
紹
介
し
て
い
る
の
で
、
青
島
や
西
都

原
古
墳
群
ま
で
が
エ
リ
ア
に
入
る
。
こ
の
大
正
五
年
十
月
か
ら
十
一
月
頃
は
、

地
元
で
も
官
民
そ
れ
ぞ
れ
で
、
鉄
道
開
通
を
契
機
に
作
成
さ
れ
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
が
現
れ
る
。
宮
崎
県
は
『
宮
崎
縣
案
内
』
を
刊
行
し
た
（
31
）。『
宮
崎
名
所
』

は
県
内
全
域
の
名
所
案
内
記
で
、
多
く
の
図
版
を
添
え
、
県
庁
や
官
公
署
、
市

街
地
、
西
都
原
、
高
千
穂
な
ど
も
紹
介
す
る
（
32
）。
当
時
宮
崎
ま
で
伸
び
た
鉄

道
は
「
九
州
文
明
の
東
漸
は
、
愈
急
行
列
車
的
速
度
を
以
て
、
ボ
ギ
ー
車
の
鐵

路
を
走
る
響
き
と
共
に
、
朝
な
夕
な
に
輸
り
込
ん
で
來
る
」
と
い
う
印
象
で
迎

え
ら
れ
、「
す
べ
て
の
活
動
に
新
し
い
生
氣
を
帶
び
、
何
か
知
ら
ず
潑
溂
と
躍

つ
て
居
る
の
が
見
え
る
。」（
33
）
と
い
う
活
気
を
も
た
ら
し
て
い
た
。

２
　
個
人
で
の
絵
は
が
き
発
行

事
例先

の
明
治
四
十
年
行
啓
の
際
、

新
聞
広
告
に
「
大
祭
會
紀
念
日
向

名
所
繪
葉
書
各
種
卸
小
賣
」
と

あ
っ
て
（
34
）、
当
時
の
宮
崎
に
お

け
る
風
景
（
名
所
）
は
が
き
の
作

成
販
売
が
分
か
る
。
官
製
の
絵
は

が
き
以
外
に
も
い
く
つ
か
の
私
製

絵
は
が
き
が
作
成
販
売
さ
れ
て
い

た
傍
証
で
あ
る
。

大
正
時
代
の
宮
崎
県
内
お
け
る
、

個
人
で
の
絵
は
が
き
発
行
が
行
わ

れ
た
事
例
を
取
り
上
げ
て
み
た
い
。

泉
亭
は
、
紫
明
館
と
並
ん
で
宮
崎

に
お
け
る
有
力
料
亭
で
あ
っ
た
。

泉亭絵はがき

泉亭と大淀川鉄橋

大淀川鉄橋（『宮崎縣写真帖』）
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樹
）
ノ
實
ヲ
描
出
ス
葉
書
一
葉
ハ
八
咫
鏡
ノ
中
ニ　

殿
下
ノ
御
肖
像
ヲ
謹

寫
シ
白
菊
一
枝
、
縣
徽
章
、
劒
璽
ヲ
周
圍
ニ
配
シ
タ
リ
一
葉
ハ
宮
崎
神
宮

ト
御
旅
館
御
玄
關
ト
ヲ
収
メ
霧
島
山
と
大
淀
川
ト
ヲ
上
下
ニ
配
合
シ
一
枚

ニ
ハ
周
圍
ニ
黄
心
樹
ノ
果
實
ヲ
描
キ
鵜
戸
神
宮
御
窟
屋
、
青
島
、
蒲
葵
林

ヲ
駢
ベ
繞
ラ
ス
ニ
岩
壁
ト
潮
流
ト
ヲ
以
テ
シ
タ
リ
何
レ
モ
高
雅
鮮
麗
ノ
製

作
ナ
リ

　

�

宮
崎
縣
寫
眞
帖
ハ
縣
内
著
名
ノ
神
社
市
街
地
港
灣
其
他
景
勝
ノ
地
ヲ
撮
影

セ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
登
載
寫
眞
数
五
十
一
枚
裏
面
ニ
簡
単
ナ
ル
説
明
ヲ
附
セ

リ

県
は
、
絵
は
が
き

と
同
時
に
写
真
帖
を

作
成
し
て
お
り
、
官

公
署
製
作
の
紀
念

（
記
念
）
絵
は
が
き

の
、
印
刷
物
と
し
て

の
立
ち
位
置
が
わ
か

る
。
県
が
製
作
す
る

写
真
帖
と
は
役
割
分

担
が
あ
り
、
風
景
絵

は
が
き
を
作
成
し
た
と
こ
ろ
で
「
縣
内
著
名
ノ
神
社
市
街
地
港
灣
其
他
景
勝
ノ

地
」
を
写
し
た
写
真
帖
と
重
複
す
る
。
紀
念
（
記
念
）
絵
は
が
き
は
、
写
真
帖

の
よ
う
に
全
面
風
景
写
真
の
み
で
構
成
す
る
の
で
は
な
く
、
県
章
を
あ
し
ら
う

な
ど
デ
ザ
イ
ン
重
視
で
作
ら
れ
る
。
明
治
四
十
年
の
絵
は
が
き
に
比
べ
る
と
、

宮
崎
県
の
風
景
（
霧
島
山
と
大
淀
川
）
が
背
景
に
描
か
れ
、
鵜
戸
神
宮
や
青
島

の
枇
榔
樹
の
写
真
が
取
り
込
ま
れ
る
な
ど
、
よ
り
県
の
個
性
を
出
し
た
も
の
に

な
っ
て
い
る
（
47
）。

神
田
橋
旅
館
も
、「
大

淀
河
畔
に
面
し
」「
四

季
風
光
絶
佳
」
と
広

告
し
、
大
淀
河
畔
の

風
景
を
紹
介
し
て
い

る
（
42
）。
大
正
五
年

の
『
宮
崎
縣
寫
眞
帖
』

（
43
）
に
も
、
鉄
橋
が
景

勝
地
の
一
つ
と
し
て

撮
影
さ
れ
る
が
、「
鉄

道
の
景
観
」
が
絵
に

な
る
と
い
う
当
時
の
意
識
が
見
え
る
。
鉄
橋
と
汽
車
が
映
り
込
む
泉
亭
の
絵
は

が
き
は
、「
大
廣
間
ヨ
リ
鐵
橋
ヲ
望
ム
」
と
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
が
つ
け
ら
れ
て
お
り
、

大
淀
川
と
同
様
に
「
鉄
道
の
景
観
」
を
積
極
的
に
借
景
と
し
て
取
り
込
ん
だ
結

果
で
あ
る
。

絵
は
が
き
は
宮
崎
町
内
だ
け
で
な
く
、
県
内
各
地
の
写
真
館
や
書
店
が
発
行

元
に
な
る
。
都
城
町
で
は
上
町
海
江
田
書
店
が
、
町
外
の
五
十
市
村
に
当
時
駐

屯
し
て
い
た
歩
兵
第
六
十
四
連
隊
正
門
を
絵
は
が
き
と
し
（
44
）、
小
林
町
の
例

で
は
、
陸
軍
軍
馬
補
充
部
の
桜
並
木
を
写
し
た
も
の
が
、
町
内
の
土
橋
写
真
館

や
格
〔
柊
〕
山
写
真
館
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
発
行
さ
れ
て
い
る
（
45
）。

３
　
大
正
九
年
皇
太
子
（
昭
和
天
皇
）
行
啓

大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
に
皇
太
子
（
昭
和
天
皇
）
の
行
啓
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
時
に
も
絵
は
が
き
製
作
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
（
46
）。

　

�

東
宮
行
啓
紀
念
繪
葉
書
ヲ
東
京
株
式
會
社
警
眼
社
ニ
命
シ
テ
謹
製
セ
シ
メ

殿
下
ニ
獻
上
シ
尚
賓
客
竝
行
啓
關
係
者
等
ニ
頒
贈
シ
タ
リ
三
枚
一
組
ト
シ

包
紙
ハ
神
社
屋
根
ノ
側
面
ニ
杉
林
ヲ
配
シ
下
方
ニ
黄
心
樹
（
オ
ガ
タ
マ
ノ

『小林名所軍馬ノ櫻繪はかき』

「行啓紀念絵葉書」
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り
、
二
十
五
人
乗
り
バ
ス
で
四

時
間
半
（
鵜
戸
神
宮
を
含
め
て

七
時
間
）
か
け
て
運
行
し
た
の

で
あ
る
。

当
時
は
、
名
所
の
一
部
は
生

目
村
、
青
島
村
、
鵜
戸
村
で
あ

り
、
宮
崎
市
と
は
別
で
あ
る
。

バ
ス
会
社
は
路
線
上
の
名
所
を

つ
な
ぐ
こ
と
で
、
行
政
区
域
と

は
異
な
る
宮
崎
周
辺
の
観
光
エ

リ
ア
を
形
成
し
つ
つ
あ
っ
た
。

こ
こ
で
時
間
を
遡
り
、
遊
覧

バ
ス
に
至
る
ま
で
の
名
所
旧
跡

に
つ
い
て
振
り
返
る
こ
と
に
す

る
。
明
治
四
十
年
の
『
宮
崎
縣

案
内
記
』
に
は
、
宮
崎
町
近
辺
で
は
景
清
廟
所
、
ほ
か
に
、
宮
崎
城
址
を
始
め

と
す
る
中
世
城
郭
址
、権
藤
種
盛
父
子
の
墓
、古
戦
場
跡
、井
上
眞
改
出
生
地（
江

戸
前
期
の
刀
鍛
冶
）
な
ど
中
世
近
世
の
名
所
旧
跡
や
双
石
嶽
、
田
野
化
石
渓
の

よ
う
な
自
然
景
観
が
紹
介
さ
れ
る
（
55
）。
歴
史
や
古
文
献
に
も
詳
し
い
若
山
甲

蔵
が
編
集
し
た
案
内
記
は
、
狭
い
町
域
だ
け
で
は
な
く
、
行
政
区
域
を
超
え
て

地
域
の
名
所
旧
跡
を
眺
め
る
視
点
が
あ
っ
た
。

大
正
時
代
に
入
る
と
、『
宮
崎
縣
大
觀
』
に
は
、
名
所
と
し
て
城
址
な
ど
の

紹
介
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
が
、「
日
向
國
史
攬
要
」
と
し
て
治
乱
興
亡
の
歴

史
が
解
説
さ
れ
て
い
る
（
56
）。
一
方
三
島
天
眞
館
の
発
行
し
た
『
宮
崎
名
所
』
は
、

『
宮
崎
縣
案
内
記
』
の
流
れ
を
受
け
継
ぎ
、宮
崎
神
宮
、高
千
穂
の
宮
址
、大
淀
川
、

橘
橋
、
青
島
な
ど
に
加
え
て
、
宮
崎
城
址
と
種
盛
の
墓
、
城
ケ
崎
町
、
八
手
濱

（
飫
肥
藩
の
望
遠
場
）、
眞
改
の
出
生
地
、
田
野
の
化
石
谷
な
ど
を
紹
介
し
て
い

る
（
57
）。

絵
は
が
き
に
見
る
観
光
エ
リ
ア

１
　
一
次
交
通
か
ら
二
次
交
通
へ
ー
別
府
の
先
行
事
例

大
正
十
三
（
一
九
二
四
）
年
に
作
ら
れ
た
『
鐡
道
旅
行
案
内
』
で
「
別
府
の

温
泉
か
、
温
泉
の
別
府
か
」（
48
）
と
紹
介
さ
れ
る
別
府
は
、
田
山
花
袋
の
『
温

泉
め
ぐ
り
』（
49
）
で
も
評
価
が
高
い
。
別
府
の
場
合
「
此
間
鐵
道
は
龜
川
、別
府
、

濱
脇
の
三
駅
を
置
く
、
温
泉
巡
り
地
獄
巡
り
に
は
別
府
龜
川
か
ら
乘
合
又
は
貸

切
自
動
車
が
あ
り
、
乘
合
一
人
貮
圓
八
十
銭
、
約
二
時
間
半
、
歩
い
て
も
八
九

時
間
で
充
分
で
あ
る
」
と
『
鐡
道
旅
行
案
内
』
に
見
え
（
50
）、
鉄
道
や
船
（
一

次
交
通
）
の
整
備
が
進
む
と
、
到
着
地
か
ら
先
の
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
な
ど
市
内

交
通
（
二
次
交
通
）
の
整
備
も
進
む
よ
う
に
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。

昭
和
四
（
一
九
二
九
）
年
の
『
名
所
案
内
』
に
は
「
殊
に
別
府
か
ら
は
亀
の

井
の
大
型
遊
覽
自
動
車
が
二
十
五
分
毎
に
出
て
、
運
轉
中
附
近
の
名
所
に
つ
い

て
詳
し
く
面
白
く
説
明
し
て
く
れ
る
」
と
名
所
を
結
ぶ
形
で
遊
覧
バ
ス
が
走
る

様
子
が
見
え
、
別
府
は
遊
覧
バ
ス
の
先
駆
け
と
な
っ
て
い
た
（
51
）。
別
府
で
は
、

こ
の
遊
覧
バ
ス
に
関
す
る
絵
は
が
き
も
作
成
さ
れ
て
い
る
（
52
）。

２
　
二
次
交
通
に
よ
る
名
所
旧
跡
の
選
択
―
宮
崎
に
お
け
る
遊
覧
バ
ス

宮
崎
で
は
、
宮
崎
バ
ス
株
式
会
社
（
宮
崎
交
通
の
前
身
）
社
長
岩
切
章
太
郎

に
よ
り
、
昭
和
六
（
一
九
三
一
）
年
遊
覧
バ
ス
事
業
が
立
ち
上
が
っ
た
（
53
）。

『
宮
崎
名
勝
遊
覧
バ
ス
案
内
』（
54
）
は
、
倉
氏
、
長
谷
川
氏
の
分
類
で
は
二

番
目
に
作
ら
れ
た
パ
ン
フ
に
あ
た
る
。
こ
の
昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
に
宮
崎

バ
ス
が
作
成
し
た
、
遊
覧
バ
ス
の
パ
ン
フ
を
読
ん
で
み
る
と
、
下
車
案
内
箇

所
は
「
花
ヶ
島
、
宮
崎
、
大
淀
」
各
駅
と
「
宮
崎
神
宮
、
一
ッ
葉
、
生
目
神
社
、

天
神
山
、
青
島
、
鵜
戸
神
宮
」
と
な
っ
て
お
り
、
青
島
と
鵜
戸
神
宮
以
外
は
自

社
の
バ
ス
路
線
上
の
名
所
が
選
択
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
県
庁
や
橘
通
な
ど
の
市

街
地
、
学
校
、
橘
橋
も
通
過
す
る
ル
ー
ト
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
十
八
人
乗

『宮崎名勝遊覧案内』
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遊
覧
バ
ス
の
案
内
箇
所
は
、
専
門
家
へ
の
相
談
と
検
討
の
結
果
、「
三
千
年

の
建
国
の
歴
史
と
南
国
の
情
緒
」
を
宮
崎
の
特
徴
と
し
て
選
択
し
た
も
の
で

あ
っ
た
が
、
遊
覧
バ
ス
開
始
以
前
に
遡
っ
て
み
る
と
、
中
世
や
近
世
の
時
代
に

つ
い
て
の
資
料
が
、
明
治
時
代
や
大
正
時
代
に
全
く
無
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

中
世
や
近
世
の
名
所
旧
跡
の
大
半
が
、
選
択
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
に
文
化
遺
産

と
し
て
価
値
が
低
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
が
、
宮
崎
神
宮
や
青
島
な
ど
、
あ

る
程
度
維
持
整
備
さ
れ
た
名
所
に
比
べ
て
、「
史
蹟
調
査
報
告
」
に
見
え
る
よ

う
に
、
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
あ
っ
た
。
ま
た
県
作
成
の
写
真
帖
に
も
、

名
所
旧
跡
と
し
て
写
真
が
掲
載
さ
れ
た
こ
と
は
無
か
っ
た
。

岩
切
は
、
県
外
団
体
観
光
客
の
「
各
地
を
見
て
廻
る
の
で
、
眼
が
肥
え
て
い

て
直
ぐ
他
所
と
比
較
す
る
と
云
う
事
で
あ
る
。
そ
れ
で
他
所
に
無
い
も
の
、
又

は
他
所
よ
り
も
勝
れ
た
も
の
で
な
い
と
感
心
し
て
く
れ
な
い
」
と
い
う
傾
向
特

徴
を
研
究
し
て
お
り
（
62
）、
的
を
絞
っ
て
「
三
千
年
の
建
国
の
歴
史
」
で
あ
る

古
代
、
産
業
・
文
化
と
い
っ
た
近
代
、「
南
国
の
情
緒
」
を
遊
覧
ル
ー
ト
に
選

択
し
た
の
で
あ
る
。

３
　
風
景
（
名
所
）
絵
は
が

き
の
パ
ッ
ク
化
の
実
例

こ
れ
ま
で
は
、
大
正
か
ら
昭

和
に
か
け
て
の
宮
崎
に
お
い
て
、

風
景
（
名
所
）
絵
は
が
き
が
作

ら
れ
る
土
台
を
見
て
き
た
。

風
景
（
名
所
）
絵
は
が
き
に

は
、
一
ヶ
所
を
扱
う
ス
ポ
ッ
ト

か
、
複
数
個
所
を
含
む
パ
ッ
ク

か
と
い
う
二
つ
の
流
れ
が
あ
る
。

こ
の
内
大
正
か
ら
昭
和
頃
の
ス

ポ
ッ
ト
絵
は
が
き
と
し
て
は
、

昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
、
県
に
よ
る
史
蹟
調
査
が
行
わ
れ
、
調
査
報
告
が

ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
内
宮
崎
市
郡
の
調
査
報
告
に
は
宮
崎
城
址
、
下
北

代
官
所
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
宮
崎
城
址
は
「
大
字
池
内
上
北
方
の
兩

地
に
跨
れ
る
丘
陵
の
一
部
を
劃
せ
る
一
大
城
址
な
り
」（
58
）
と
あ
る
よ
う
に
郊

外
の
山
城
で
、
元
和
の
廃
城
以
後
の
記
録
も
な
く
、
ま
た
下
北
代
官
所
は
「
舊

延
岡
領
た
る
宮
崎
地
方
二
萬
石
の
支
配
所
な
り
、
大
字
下
北
方
な
る
高
臺
の
中

央
南
部
に
あ
り
、
現
今
原
田
種
雄
の
所
有
地
に
屬
し
其
住
宅
の
外
全
部
畑
と
な

る
」（
59
）
と
い
う
状
況
で
あ
り
、
中
世
近
世
の
史
跡
の
多
く
は
保
存
整
備
さ
れ

た
名
所
旧
跡
に
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
史
蹟
調
査
の
数
年
後
、
宮
崎
に
お
け
る

遊
覧
バ
ス
が
誕
生
す
る
が
、
生
み
の
親
で
あ
る
、
宮
崎
バ
ス
社
長
岩
切
章
太
郎

の
証
言
を
見
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
　

�　

遊
覧
バ
ス
に
乗
れ
ば
宮
崎
の
名
所
旧
跡
は
勿
論
で
す
が
、
そ
の
他
、
産

業
、
文
化
、
す
べ
て
の
こ
と
が
一
通
り
わ
か
る
よ
う
な
原
稿
に
し
て
み
た

ら
ど
う
だ
ろ
う
、
言
葉
を
か
え
て
い
え
ば
、
宮
崎
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
と

い
っ
た
ふ
う
の
案
内
文
に
し
た
ら
と
考
え
て
原
稿
を
書
く
こ
と
に
し
ま
し

た
。
歴
史
の
方
は
日
高
重
孝
先
生
が
お
ら
れ
ま
し
た
か
ら
、
日
高
重
孝
先

生
の
所
に
飛
び
込
ん
で
、
何
か
い
い
材
料
は
な
い
か
と
い
ろ
い
ろ
教
え
て

も
ら
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
県
庁
や
ら
農
事
試
験
場
な
ど
を
回
り
ま
し
て

何
か
日
本
一
と
い
う
も
の
は
な
い
か
と
き
い
て
回
り
ま
し
た
ら
、
案
外
日

本
一
が
沢
山
あ
る
ん
で
す
ね
。
こ
れ
は
し
め
た
と
思
っ
て
、
そ
の
日
本
一

と
い
う
奴
を
み
ん
な
拾
い
上
げ
て
案
内
文
の
中
に
入
れ
ま
し
た
（
60
）
。

　
　

�

〔
中
略
〕
宮
崎
が
新
し
く
観
光
界
に
乗
り
出
す
以
上
は
、
宮
崎
の
特
徴
は

こ
れ
だ
と
い
う
よ
う
な
も
の
を
打
ち
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
一
生
懸

命
考
え
ま
し
て
、
三
千
年
の
建
国
の
歴
史
と
南
国
の
情
緒
で
行
こ
う
と
考

え
ま
し
た
（
61
）
。

『日向青島の勝景』
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と
、
人
々
の
中
に
定
番
の
風
景
と
い
う
共
通
認
識
が
出
来
あ
が
っ
て
き
て
お
り
、

中
世
、
近
世
の
名
所
旧
跡
が
ほ
と
ん
ど
遊
覧
ル
ー
ト
に
選
ば
れ
な
い
の
も
、
定

番
の
風
景
と
一
般
に
は
認
識
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
と
い
う
理
解
が
で
き
る
。

都
城
市
の
例
で
は
八
景
と
な
る
。『
都
城
市
及
附
近
風
光
八
景
』（
65
）
の
場
合

は
、
昭
和
七
（
一
九
三
二
）
年
の
『
宮
崎
縣
商
工
人
名
録
』（
66
）
に
紹
介
さ
れ

て
い
る
「
縣
社
神
柱
神
社
、
小
松
原
公
園
、
一
萬
城
、
早
水
神
社
、
縣
社
母
智

丘
神
社
」
の
内
、
四
か
所
を
絵
は
が
き
に
取
り
入
れ
、「
早
水
神
社
境
内
の
池
、

一
万
城
遊
園
地
、
母
智
丘
神
社
境
内
の
櫻
、
關
尾
の
瀧
と
甌
穴
、
都
城
市
神
柱

神
社
と
九
阜
殿
、
摂
護
寺
山
門
と
釣
鐘
堂
、
都
城
市
上
町
通
、
歩
兵
第
二
十
三

聯
隊
前
の
松
並
木
」
の
八
か
所
で
構
成
し
て
い
る
。

宮
崎
は
先
の
『
新
撰
宮
崎
十
勝
』
か
ら
さ
ら
に
風
景
が
増
え
て
い
き
、
繪
画

印
刷
製
で
は
『
宮
崎
十
六
勝
』
に
至
る
（
67
）。
一
ッ
葉
、
皇
宮
屋
、
宮
崎
神
宮
、

武
徳
殿
、
県
青
年
修
養
道
場
、
高
等
農
林
学
校
、
橘
通
り
、
県
庁
、
公
会
堂

と
図
書
館
、
橘
橋
、
生
目
神
社
、
天
神
山
眺
望
、
青
島
、
青
島
の
枇
榔
樹
、
鵜

戸
神
宮
、
霧
島
の
全
十
六
枚
中
に
は
、
遊
覧
バ
ス
の
案
内
イ
ラ
ス
ト
と
か
ぶ
る

宮
崎
神
宮
、
徴
古
館
、
生
目
神
社
、
青
島
な
ど
が
あ
る
（
63
）。
先
の
遊
覧
バ
ス

の
パ
ン
フ
に
掲
載
さ
れ
る
場
所
に
は
、
八
枚
一
組
、
十
枚
一
組
と
い
っ
た
あ
る

程
度
の
風
物
の
枚
数
を
確
保
で
き
れ
ば
、
ス
ポ
ッ
ト
の
絵
は
が
き
が
作
ら
れ
る
。

パ
ッ
ク
絵
は
が
き
と
し
て
は
、
先
に
泉
亭
の
は
が
き
を
製
作
し
た
植
村
写
真
館

の
例
が
あ
る
（
64
）。

　
　

�　

植
村
（
不
散
）
さ
ん
の
繪
ハ
ガ
キ
「
新
撰
宮
崎
十
勝
」
が
出
來
ま
し
た

獨
立
軒
特
製
の
銘
打
つ
て
ゐ
ま
す
が
ホ
ン
ト
に
鮮
か
な
も
の
で
す

　
　

�　

宮
崎
神
宮
鵜
戸
神
宮
生
目
神
社
青
島
全
景
青
島
の
ビ
ロ
ー
樹
橘
橋
霧
島

靈
峰
一
ッ
葉
天
神
山
植
物
園
公
會
堂
と
圖
書
館
で
す
。

大
正
十
五
年
三
月
の
記
事
に
載
っ
た
『
新
撰
宮
崎
十
勝
』
は
、
写
真
館
の
製

作
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
あ
る
程
度
絵
に
な
る
風
景
を
選
択
し
た
結
果
の
宮

崎
十
勝
が
並
ん
で
い
る
。
宮

崎
で
遊
覧
バ
ス
が
始
ま
る
前

に
作
ら
れ
た
も
の
だ
が
、
霧

島
を
除
い
て
、
ほ
ぼ
後
の

遊
覧
バ
ス
ル
ー
ト
上
に
あ
る

こ
と
も
興
味
深
い
。
宮
崎
で

は
大
正
五
年
以
後
、
大
正
九

年
、
昭
和
五
年
に
県
の
写
真

帖
が
作
ら
れ
る
が
、
宮
崎
十

勝
の
風
景
は
撮
影
場
所
と
し

て
選
ば
れ
て
い
る
。
同
時
代

人
の
目
で
、
あ
る
程
度
整
備

さ
れ
た
名
所
を
選
ぶ
と
、
宮

崎
十
勝
の
よ
う
な
形
に
収
ま

る
の
だ
ろ
う
。
こ
れ
を
見
る

『都城市及附近風光八景』

『宮崎十六勝』
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る
よ
う
に
三
階
建
て
の
建
築
で
、
食

堂
を
併
設
し
て
お
り
、
宮
崎
に
二
つ

あ
る
デ
パ
ー
ト
の
一
つ
で
あ
っ
た

（
71
）。
こ
の
よ
う
な
デ
パ
ー
ト
が
あ

り
、
歩
道
と
車
道
が
分
け
ら
れ
舗
装

さ
れ
た
橘
通
り
は
、
実
業
の
面
で
近

代
化
が
進
む
宮
崎
市
の
象
徴
で
あ
り
、

見
る
者
に
実
感
さ
せ
る
シ
ョ
ー
ウ
ィ

ン
ド
ー
と
し
て
通
過
し
た
い
場
所
で

あ
っ
た
。
そ
の
街
路
を
走
る
宮
崎
バ

ス
の
車
両
が
、
絵
は
が
き
に
は
写
り

こ
ん
で
い
る
。
こ
の
構
図
は
、
他
県

で
は
市
街
電
車
が
写
り
こ
む
こ
と
が

多
い
。
そ
の
地
方
の
主
要
な
二
次
交

通
機
関
を
、
定
点
通
過
す
る
と
き
に

写
し
込
む
の
が
、
市
街
地
の
構
図
に

お
け
る
絵
は
が
き
の
手
法
、
ま
た
は

約
束
事
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

維
持
管
理
さ
れ
た
名
所
旧
跡
以
外

の
、
近
代
の
建
物
や
街
並
み
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
会
社
が
同
じ
場

所
を
絵
は
が
き
に
す
る
こ
と
は
、「
舊

宮
崎
町
は
縣
廳
設
置
以
來
の
新
開
地

で
、
其
の
以
前
は
田
圃
で
あ
つ
た
さ

う
だ
が
、
今
は
宮
崎
市
繁
華
の
中
心

に
な
つ
て
居
る
。
就
中
、
橘
通
り
は

宮
崎
銀
座
と
も
い
ふ
べ
き
近
代
的
の

市
街
だ
。」
と
風
景
描
写
さ
れ
た
よ

と
こ
ろ
が
十
一
枚
と
多
い
（
傍
線
）。
遊
覧
の
モ
デ
ル
を
考
え
る
と
、「
パ
ン
フ

受
領
→
遊
覧
バ
ス
で
実
見
→
下
車
後
絵
は
が
き
購
入
」
の
順
番
と
な
る
だ
ろ
う
。

こ
こ
に
は
印
刷
物
の
役
割
分
担
が
あ
る
。
遊
覧
前
に
乗
客
の
想
像
を
ふ
く
ら
ま

す
の
は
、
イ
ラ
ス
ト
の
役
目
で
あ
る
。
パ
ン
フ
の
裏
に
も
写
真
が
単
色
印
刷
さ

れ
て
い
る
が
、
画
像
は
絵
は
が
き
に
劣
る
。
遊
覧
中
は
現
地
を
見
て
い
る
の
で

よ
い
の
だ
が
、
一
般
に
カ
メ
ラ
が
普
及
す
る
ま
で
の
絵
は
が
き
は
、
思
い
出
を

画
像
と
し
て
持
ち
帰
る
た
め
の
役
割
を
担
う
の
で
、
遊
覧
後
に
記
憶
に
残
る
鮮

明
な
画
像
が
、
絵
は
が
き
に
は
要
求
さ
れ
る
。

鮮
明
さ
と
い
う
点
か
ら
言
え
ば
、
和
歌
山
県
の
大
正
写
真
工
芸
所
は
、
太
田

宏
一
氏
に
よ
る
と
「
単
に
景
勝
地
な
ど
の
写
真
が
あ
れ
ば
売
れ
る
と
い
う
わ
け

で
は
な
く
、
そ
こ
に
は
「
鮮
明
さ
」
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
で
工
芸

所
の
写
真
技
術
は
優
れ
て
い
た
」（
68
）
と
い
う
、
高
い
写
真
印
刷
技
術
を
持
っ

て
い
た
。
先
の
『
宮
崎
十
六
勝
』

と
は
別
の
会
社
で
あ
る
が
、
大

正
時
代
以
降
大
阪
、
東
京
、
高

松
、
別
府
な
ど
に
支
店
や
営
業

所
を
開
き
、
各
地
の
絵
は
が
き

を
製
作
し
（
69
）、
作
ら
れ
た
絵
は

が
き
は
、
県
庁
、
高
等
農
林
学
校
、

公
会
堂
と
図
書
館
、
橘
通
り
と

い
う
同
じ
場
所
を
い
く
つ
か
撮

影
ス
ポ
ッ
ト
に
選
ん
で
い
る
（
70
）。

そ
の
う
ち
の
一
枚
は
橘
通
り

一
丁
目
の
歳
末
風
景
で
、
北
か

ら
南
の
方
角
を
撮
影
し
て
お
り
、

画
面
左
が
高
島
屋
呉
服
店
、
右

が
神
田
本
店
で
あ
る
。
こ
の
内

高
島
屋
呉
服
店
は
、
広
告
に
あ

大正写真工芸所製作絵はがき

昭和七年頃の橘通り（『宮崎名勝』） 高島屋呉服店と丸三デパート広告
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お
わ
り
に

絵
は
が
き
に
は
歴
史
資
料
と
画
像
資
料
の
二
つ
の
顔
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
逓
信
省
発
行
の
絵
は
が
き
や
県
発
行
の
紀
念
（
記
念
）
絵
は
が
き
は
、
周

辺
史
（
資
）
料
と
連
携
す
れ
ば
、
皇
太
子
行
啓
な
ど
の
歴
史
的
な
出
来
事
を
読

み
解
く
こ
と
が
で
き
る
。

個
人
発
行
の
絵
は
が
き
や
、
名
所
旧
跡
の
絵
は
が
き
は
、
中
間
の
性
質
を
持

ち
、
画
像
資
料
と
し
て
も
貴
重
だ
が
、
歴
史
資
料
と
し
て
発
行
の
背
景
を
考
え

る
こ
と
で
、
宮
崎
に
お
け
る
絵
は
が
き
の
需
要
や
発
達
、
観
光
分
野
へ
の
貢
献

と
い
っ
た
問
題
を
明
ら
か
に
で
き
る
。
当
時
の
人
々
が
何
を
も
っ
て「
街
の
顔
」

と
し
た
か
が
名
所
旧
跡
の
絵
は
が
き
に
は
表
れ
て
い
る
。

画
像
資
料
と
し
て
の
絵
は
が
き
は
、
失
わ
れ
た
風
景
を
残
す
存
在
で
あ
る
が
、

風
景
や
事
象
に
は
、
写
ら
な
か
っ
た
も
の
も
あ
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
こ
れ

が
絵
は
が
き
の
限
界
で
も
あ
る
。
は
じ
め
に
言
及
し
た
よ
う
に
、
そ
の
ま
ま
で

は
い
つ
作
ら
れ
た
か
が
は
っ
き
り
し
な
い
な
ど
、「
い
つ
、
ど
こ
で
、
だ
れ
が
、

な
に
を
」
と
い
う
要
素
を
確
定
し
づ
ら
い
性
格
を
元
来
持
っ
て
い
る
。
絵
は
が

き
は
万
能
で
は
な
く
、そ
れ
単
独
で
分
か
る
こ
と
は
少
な
い
。常
に
周
辺
史（
資
）

料
と
連
携
し
て
読
み
解
く
必
要
は
こ
こ
に
あ
る
。

註
（
1
）�

「
日
露
役
旅
順
開
城
」
『
〔
明
治
神
宮
外
苑
聖
徳
記
念
絵
画
館
壁
画
〕
』
（
明
治
神
宮
奉
賛

會
、
便
利
堂
、
大
正
前
期
）
絵
は
が
き
の
作
成
年
代
は
便
宜
上
元
号
で
記
載
す
る
。

（
2
）�
堀
内
敬
三
、
井
上
武
士
編
『
日
本
唱
歌
集
』
岩
波
文
庫
、
二
〇
一
二
年
、
一
五
四
頁

（
3
）�
『
日
英
博
覧
會
紀
念
』
（
逓
信
省
、
明
治
四
十
三
年
）
、
『
東
宮
殿
下
御
渡
歐
記
念
繪
葉

書
』
（
大
阪
毎
日
新
聞
社
神
戸
専
属
販
売
所
、
大
正
九
年
）
、
『
英
國
皇
太
子
殿
下
御
来
遊

記
念
繪
葉
書
』
（
朝
陽
會
、
大
正
十
一
年
）
、
『
大
東
亜
戰
争
記
念
報
國
葉
書
』
（
逓
信
省
、

昭
和
十
八
年
）
。
絵
は
が
き
デ
ー
タ
詳
細
は
註
（
5
）
を
参
照
。

う
に
（
72
）、
置
県
以
来
変
遷
を
経
て
、

街
の
顔
（
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
）
を
作

り
、
育
て
る
ま
で
に
至
っ
た
こ
と

に
な
る
。
大
正
五
年
の
『
宮
崎
線

案
内
』
に
収
め
ら
れ
た
、
新
市
街

で
あ
り
な
が
ら
、
低
い
瓦
屋
根
の

街
並
み
で
、
土
の
道
路
を
馬
車
が

走
る
と
い
う
橘
通
り
の
写
真
と
（
73
）

絵
は
が
き
と
を
比
べ
れ
ば
、
街
並

み
の
違
い
が
は
っ
き
り
す
る
。
街

の
顔
と
は
、そ
の
絵
は
が
き（
画
像
）

を
見
た
と
き
に
、
す
ぐ
に
ど
の
街

か
見
分
け
が
つ
く
場
所
、
街
の
個

性
が
表
れ
た
場
所
の
こ
と
で
あ
る

（
74
）。
遊
覧
バ
ス
を
例
に
す
れ
ば
、情
報
の
送
り
手（
遊
覧
バ
ス
側
）と
受
け
手（
乗

客
）
に
、
こ
れ
ら
が
街
の
顔
で
あ
る
と
い
う
共
通
の
認
識
が
成
立
す
れ
ば
、
絵

は
が
き
は
街
の
思
い
出
や
印
象
を
く
り
か
え
し
再
生
す
る
装
置
と
な
る
。

絵
は
が
き
に
な
っ
た
宮
崎
の
風
景
は
、
ス
ポ
ッ
ト
自
体
が
大
き
く
変
化
し
な

い
神
社
な
ど
に
比
べ
て
、
近
代
の
建
築
物
や
街
並
み
の
変
遷
が
激
し
い
。
県
庁

以
外
の
建
物
は
ほ
と
ん
ど
壊
さ
れ
、
か
つ
て
の
姿
は
写
真
や
絵
は
が
き
の
中
に

残
さ
れ
て
い
る
。
地
域
の
履
歴
を
復
元
す
る
試
み
は
、
出
版
さ
れ
た
『
昭
和
絵

巻　

橘
通
か
ら
江
平
町
』（
75
）
に
も
あ
る
。
東
国
原
知
事
時
代
に
始
ま
っ
た
「
県

庁
見
学
ツ
ア
ー
」
に
代
表
さ
れ
る
県
庁
の
観
光
地
化
は
、
新
奇
な
着
想
と
い
う

よ
り
も
、
歴
史
的
に
見
れ
ば
遊
覧
バ
ス
時
代
に
先
祖
返
り
し
て
、
街
の
顔
の
一

つ
と
し
て
再
生
復
活
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

大正五年当時の橘通り（『宮崎線案内』所収）
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Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｅ　

Ｐ
Ｏ
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ　

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ｐ
Ｓ
』
國
際
觀
光
協
會
、
一
九
四
〇
年
、

一
四
七
頁
）
。

（
24
）�

関
根
正
直
、
加
藤
貞
次
郎
『
改
訂
有
職
故
實
辞
典
』
（
村
田
書
店
、
一
九
九
〇
年
）
「
き
あ

か
の
き
ぬ
」
（
二
一
七
頁
）
の
項
目
参
照
。

（
25
）�

原
武
史
『
大
正
天
皇
』
朝
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
〇
年
、
一
二
六
頁

（
26
）�

『
大
正
天
皇
』
一
四
七
、
一
四
八
頁

（
27
）�

『
東
宮
殿
下
大
分
縣
行
啓
記
念
』
（
も
と
ゑ
商
会
、
明
治
四
十
年
）
。
製
造
元
は
東
京
日
本

橋
区
数
寄
屋
町
所
在
。
上
部
に
金
の
鳳
凰
を
配
置
し
、
エ
ン
ボ
ス
加
工
を
施
す
。

（
28
）�

若
山
甲
蔵
『
宮
崎
縣
案
内
記
』
一
九
〇
七
年

（
29
）�

鉄
道
院
『
鉄
道
院
線
沿
道
遊
覧
地
案
内
』
鉄
道
院
、
一
九
一
〇
年
、
廻
遊
旅
行
の
栞
二
頁

（
山
本
亮
介
編
『
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
モ
ダ
ン
都
市
文
化　

第
６
１
巻　

旅
行
・
鉄
道
・
ホ
テ

ル
』
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
一
〇
年
所
収
）

（
30
）�

『
宮
崎
線
案
内
』
九
州
鐡
道
管
理
局
、
一
九
一
六
年

（
31
）
『
宮
崎
縣
案
内
』
宮
崎
縣
、
一
九
一
六
年

（
32
）�

三
島
信
太
郎
『
宮
崎
名
所
』
三
島
天
眞
館
、
一
九
一
六
年

（
33
）�

『
宮
崎
名
所
』
「
は
し
り
が
き
の
―
は
し
が
き
」

（
34
）�

『
日
州
』
明
治
四
十
年
十
月
二
十
一
日
付
広
告

（
35
）�

川
崎
源
太
郎
『
日
隅

商
工
便
覽
』
竜
泉
堂
、
一
八
九
〇
年
、
三
四
丁

（
36
）�

『
宮
崎
名
所
』
一
一
頁
。
原
文
で
の
ル
ビ
は
、
「
泉
亭
」
（
い
ず
み
て
い
）
、
「
紫
明
館
」

（
し
め
い
く
わ
ん
）
、
「
水
光
館
」
（
す
い
こ
う
く
わ
ん
）
と
な
る
。

（
37
）�

宮
崎
商
工
協
會
編
輯
『
み
や
さ
き
』
宮
崎
商
工
協
會
假
事
務
所
、
一
九
一
九
年

（
38
）�

『
日
向
』
三
島
天
眞
館
、
大
正
七
年
頃
、
宮
崎
神
宮
櫻
馬
場

（
39
）�

『
泉
亭
』
植
村
写
真
館
、
大
正
六
年
頃

（
40
）�
『
宮
崎
縣
大
觀
』
宮
崎
縣
大
觀
編
纂
部
、
一
九
一
五
年
、
一
七
六
頁

（
41
）�
『
宮
崎
縣
大
觀
』
一
七
八
頁

（
42
）�

『
み
や
さ
き
』
神
田
橋
旅
館
、
泉
亭
広
告

（
43
）�

『
宮
崎
縣
寫
眞
帖
』
（
宮
崎
縣
、
一
九
一
六
年
）
「
大
淀
川
」

（
44
）�

『
都
城
歩
兵
第
六
十
四
聯
隊
正
門
ノ
景
』
都
城
上
町
海
江
田
書
店
、
大
正
七
年
以
前

（
4
）�

「
知
的
情
報
と
し
て
の
映
像
」
『
博
物
館
の
世
界
』
中
公
新
書
、
一
九
八
〇
年
、
七
八
頁

（
5
）�
島
田
健
造
『
日
本
記
念
絵
葉
書
総
図
鑑
』
日
本
郵
趣
出
版
、
二
〇
〇
九
年

（
6
）�

佐
藤
健
二
『
風
景
の
生
産
・
風
景
の
解
放
』
講
談
社
、
一
九
九
四
年
、
二
五
頁

（
7
）�

生
田
誠
『
麗
し
き
日
本
絵
葉
書　

１
０
０
の
世
界
』
、
日
本
郵
趣
出
版
、
二
〇
〇
九
年

（
8
）�

学
習
院
大
学
史
料
館
編
『
絵
葉
書
で
読
み
解
く
大
正
時
代
』
彩
流
社
、
二
〇
一
二
年

（
9
）�

展
示
図
録
『
絵
葉
書　

そ
の
メ
デ
ィ
ア
性
と
記
録
性
』
和
歌
山
大
学
紀
州
経
済
史
文
化
史
研

究
所
、
二
〇
一
三
年

（
10
）�

國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
機
構
学
術
資
料
セ
ン
タ
ー
『
学
術
資
料
セ
ン
タ
ー
絵
葉
書
資
料

目
録
』
二
〇
一
四
年

（
11
）�

『
宮
崎
県
史　

別
編　

民
俗
』
宮
崎
県
、
一
九
九
九
年
、
九
一
七
、
九
三
一
頁

（
12
）�

倉
真
一
・
長
谷
川
司
「
「
日
向
青
島
絵
は
が
き
」
の
成
立
と
変
容
」
『
宮
崎
公
立
大
学
人
文

学
部
紀
要　

第
十
七
号
第
一
号
』
宮
崎
公
立
大
学
、
二
〇
一
〇
年
、
同
「
宮
崎
の
旅
路
は
バ

ス
に
乗
っ
て
」
『
同　

第
二
十
一
号
第
一
号
』
宮
崎
公
立
大
学
、
二
〇
一
四
年
。

（
13
）�

ケ
ネ
ス
・
ル
オ
フ
、
木
村
剛
久
訳
『
紀
元
二
千
六
百
年　

消
費
と
観
光
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
』
朝
日
新
聞
出
版
、
二
〇
一
〇
年

（
14
）�

絵
は
が
き
の
年
代
判
定
に
つ
い
て
は
、
註
（
8
）
（
9
）
（
10
）
な
ど
の
各
文
献
を
参
照
。

（
15�
）�

郵
政
省
編
『
郵
政
百
年
の
あ
ゆ
み
』
小
学
館
、一
九
七
一
年
、
八
五
、
八
六
頁

（
16
）�

生
方
敏
郎
『
明
治
大
正
見
聞
史
』
中
公
文
庫
、
一
九
七
八
年
、
一
七
〇
頁

（
17
）�

『
日
本
記
念
絵
葉
書
総
図
鑑
』

（
18
）�

『
戦
役
紀
念
絵
葉
書
第
三
回
』
『
同
第
四
回
』
（
逓
信
省
、
明
治
三
十
八
年
）
。
デ
ー
タ　

は
註
（
5
）
参
照
。

（
19
）�

『
郵
政
百
年
の
あ
ゆ
み
』
、
八
八
頁

（
20
）�

樋
畑
雪
湖
『
日
本
繪
葉
書
史
潮
』
日
本
郵
券
倶
楽
部
、
一
九
三
六
年
（
復
刻
版
、
岩
崎
美
術

社
、
一
九
八
三
年
）
、
一
〇
〇
頁

（
21
）�

『
日
州
』
明
治
四
十
年
八
月
二
十
八
日
付
広
告

（
22
）�

『
宮
崎
縣
行
啓
誌
』
（
宮
崎
縣
、
一
九
一
二
年
）
八
六
、
八
七
頁
、
「
繪
葉
書
ノ
發
行
」

（
23
）�

「
自
序
に
代
へ
て
」
『
日
本
繪
葉
書
史
潮
』
。
樋
畑
は
郵
便
切
手
な
ど
の
研
究
で
も
知
ら
れ
、

海
外
か
ら
の
旅
行
者
向
け
の
叢
書
に
も
、
著
書
が
参
考
書
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（
『
Ｊ
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（
67
）�

『
宮
崎
十
六
勝
』
繪
画
印
刷
、
昭
和
七
年
頃

（
68
）�

太
田
宏
一
「
大
正
写
真
工
芸
所
の
歴
史
」
『
絵
葉
書　

そ
の
メ
デ
ィ
ア
性
と
記
録
性
』
二
一

頁

（
69
）�

「
大
正
写
真
工
芸
所
の
歴
史
」
『
絵
葉
書　

そ
の
メ
デ
ィ
ア
性
と
記
録
性
』
二
〇
頁

（
70
）�

『
宮
崎
名
勝
』
大
正
写
真
工
芸
所
、
昭
和
七
年
頃

（
71
）�

『
宮
崎
縣
商
工
人
名
録
』
広
告
。
一
方
の
丸
三
デ
パ
ー
ト
は
、
旭
通
一
丁
目
に
所
在
し
、
熊

原
呉
服
店
の
経
営
で
あ
っ
た
が
（
『
宮
崎
縣
商
工
人
名
録
』
一
六
一
頁
）
、
昭
和
十
一
年

に
鹿
児
島
の
山
形
屋
呉
服
店
が
買
収
し
、
同
年
宮
崎
支
店
と
し
て
開
業
し
た
（
『
山
形
屋

二
百
十
七
年
‐
会
社
設
立
五
十
周
年
記
念
‐
』
山
形
屋
、
一
九
六
八
年
、
二
四
七
～
二
四
九

頁
）
。

（
72
）�

國
府
犀
東
、
大
佛
次
郎
、
田
中
純
、
石
井
柏
亭
『

國
日
向
』
九
州
風
景
協
會
、
一
九
三
四

年
、
一
五
六
頁

（
73
）�

『
宮
崎
線
案
内
』

（
74
）�

宮
崎
で
、
テ
レ
ビ
の
天
気
カ
メ
ラ
や
街
頭
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
冒
頭
カ
ッ
ト
に
、
橘
橋
周
辺
や

橘
通
り
が
使
わ
れ
る
の
は
、
映
像
の
送
り
手
と
受
け
手
に
、
こ
れ
ら
が
街
の
顔
で
あ
る
と
い

う
共
通
の
認
識
が
成
立
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

（
75
）�

黒
木
朝
子
、
い
ち
い
ち
会
編
『
昭
和
絵
巻　

橘
通
か
ら
江
平
町
』
鉱
脈
社
、
二
〇
〇
八
年

（
45
）�
『
小
林
名
所
軍
馬
ノ
櫻
繪
は
か
き
』
（
土
橋
寫
眞
舘
、
昭
和
初
期
）
、
『
小
林
町
名
所
繪
葉

書
軍
馬
の
櫻
』
（
格
〔
柊
〕
山
寫
眞
舘
、
昭
和
初
期
）
。
県
の
写
真
帖
で
は
、
大
正
五
年
に

歩
兵
第
六
十
四
連
隊
、
昭
和
五
年
に
軍
馬
の
桜
が
紹
介
さ
れ
る
。

（
46
）�

『
宮
崎
縣
行
啓
誌
』
宮
崎
縣
、
一
九
二
二
年
、
二
一
二
頁

（
47
）�

『
宮
崎
縣
行
啓
誌
』
図
版
参
照
。

（
48
）�

鐡
道
省
『
鐡
道
旅
行
案
内
』
博
文
館
、
一
九
二
四
年
、
二
〇
九
頁

（
49
）�

田
山
花
袋
『
温
泉
め
ぐ
り
』
岩
波
文
庫
、
二
〇
〇
七
年
、
三
五
五
頁

（
50
）�

『
鐡
道
旅
行
案
内
』
二
〇
九
頁

（
51
）�

『
名
所
案
内
』
門
司
鐡
道
局
運
輸
課
、
一
九
二
九
年
、
二
〇
二
頁

（
52
）�

松
田
法
子
『
絵
は
が
き
の
別
府
』
左
右
社
、
二
〇
一
二
年
、
二
八
七
～
二
九
一
頁

（
53
）�

宮
崎
交
通
社
史
編
纂
委
員
会
『
宮
崎
交
通
７
０
年
史
』
宮
崎
交
通
株
式
会
社
、
一
九
九
八
年
、

二
四
～
二
八
頁

（
54
）�

『
宮
崎
名
勝
遊
覧
バ
ス
案
内
』
宮
崎
バ
ス
株
式
會
社
、
一
九
三
三
年

（
55
）�

『
宮
崎
縣
案
内
記
』
九
五~

一
〇
二
頁

（
56
）�

『
宮
崎
縣
大
觀
』
七
～
一
一
頁

（
57
）�

『
宮
崎
名
所
』
一
～
二
六
頁

（
58
）�

『
宮
崎
縣
史
蹟
調
査　

第
一
輯　

宮
崎
市
宮
崎
郡
之
部
』
宮
崎
縣
、
一
九
二
七
年
、
六
頁

（
59
）�

『
宮
崎
縣
史
蹟
調
査　

第
一
輯　

宮
崎
市
宮
崎
郡
之
部
』
一
四
頁

（
60
）�

「
自
然
の
美　

人
工
の
美　

人
情
の
美
」
『
自
然
の
美　

人
工
の
美　

人
情
の
美
』
鉱
脈
社
、

一
九
八
九
年
、
一
一
八
頁

（
61
）�

「
自
然
の
美　

人
工
の
美　

人
情
の
美
」
『
自
然
の
美　

人
工
の
美　

人
情
の
美
』
一
二
一

頁

（
62
）�

「
的
を
絞
る
」
『
一
木
一
草
』
講
談
社
、
一
九
八
〇
年
、
二
四
一
～
二
四
二
頁

（
63
）�

『
生
目
神
社
』
（
大
正
～
昭
和
初
期
）
、
『
南
洋
の
風
土
を
偲
ぶ
日
向
青
島
の
勝
景
』
（
昭

和
初
期
）

（
64
）�

「
植
村
の
繪
ハ
ガ
キ
」
『
蔵
六
随
筆
集
』
宮
崎
縣
政
評
論
社
、
一
九
二
六
年
、
六
一
一
頁

（
65
）�

『
都
城
市
及
附
近
風
光
八
景
』
前
田
町
西
川
絵
葉
書
店
、
昭
和
八
年
頃

（
66
）�

『
宮
崎
縣
商
工
人
名
録
』
宮
崎
商
工
會
議
所
、
一
九
三
二
年




